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原子力発電所用ケーブル

原子力発電所では,高圧･低圧動力,

制御計装,補償導線,特殊同軸などの

各種ケーブルが多量に使用される｡発

電所の防災や安全性を厳しく追求する

目的から,電線ケーブルについてもJIS

規格の一般特性のほかに,難燃性や原

子力特有の耐環境性が要求されてし-る｡

日立電線株式会社ではBWR(沸騰水

型原子炉)用に各種の難燃ケーブルを

開発したので紹介する(図1)｡なお,

これらのケーブルは,既に顧客の性能

確認試験に合格し,原子力発電所用とし

ての安全性,防災性が実証されている｡

1.主な王特長

(1)難燃性としてIEEE363規格によ

図l 原子力発電所用難燃ケーブル

図2 垂直トレイ燃焼試験

り,多粂ケーブルを熱量率70,000BTU几

のバーナで20分間燃焼し延焼しないこ

とが証明されている(図2)｡

(2)耐環境性としてIEEE383及び323

規格による,PCV(格納容器)の内部と

外部の条件でイ反想されたLOCA(冷却

材喪失事故)を模擬,熟老化･γ線照射

及びLOCAの蒸気･圧力･i温度‾Fで規

定時間送電が可能であり,更に,LOCA

後も機械的強度を保持していることを

図3 LOCA模擬試験装置

表l 主な仕様

イ重用環境区分 ケーブル品名略号 ケーブル仕様

PCV内

600V動力用MM-PN

制御用MM-CPN

妻隼燃エチレンプロピ

レンゴム絶縁

特殊クロロブレンコ

ムシースケーフリレ

PCV外

600V動力用MM-CV8

制御用MM-CCV8

菓廷燃架j喬ポリエテレ

ン絶縁

低煙害I年寺殊耐熱

ビニノレシースケーブノレ

注:* 低煙害は,≠然焼時の塩化水素(HCl)ガス発生土を100

mg/g以下に抑え.かつ難燃性を付与Lたものである｡

示す屈曲耐電圧試験に耐えることが実

証されている(図3)｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立電線株式会社)

77kV CVケーブル用Y分岐接続箱

地中送電線路の分岐線を設置する場

合,人孔内でY分岐接続が可能である

ならば,種々の面で資手原の節i成が期待

できる｡

これらに対処するため,今回開発し

たY分岐接続箱は,近年66～77kV級送

電線路で適用増加の傾向にあるCVケ

ーブルを対象としたもので,コンパク

トかつ長期信頼性及び経済性に優れた

図I Y分岐接続箱

ものである｡

本Y分岐接続箱の外観を図1に,構

造を図2に示す｡

1.主な年寺長

主な特長は以下に述べるとおりである｡

(1)Y分岐ユニットと現地テープ巻き方

式を組み合わせた単純な構造で,材料,

施工両面で経済性に富む｡

(2)ケーブルとの接続に絶縁テープ巻

き方式をj采用しているため,導体サイ

ズ2,000mm2までのケーブルに任意に適

用できる｡

(3)専用の盲ユニット(図2･:二二二二囲み

夕懐､Y分如ニット(エ苧孟㌫)トプル接榔(自己融着性テープ)
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図2 Y分岐接続箱の構造

表l 主な仕様

項 目 仕 様

構造

寸 )去 長さ】′950,幅565.高さ290(mm)

ケーブル導体サイズ 貴大2′800mm2

絶縁方式

分 岐

ユニット
エポキシ絶縁体

ケーブル

接続部
自己融窟性絶縁テープ

盲 栓 エポキシ絶縁体

特性

コ ロ ナ開始電圧 61kV 5pC>

商用 周 波耐電圧 200kV 3hく

雷イン/〈ルス耐電圧
.(∋610kV

3回<

部分)の使用により,任意の分岐部を盲

構造とすることができ,将来の分岐を

見越した直線接続部として適用するこ

ともできる｡

(4)分岐ユニットは凸形構造で,既存

の接続部への割入れが可能である｡

本Y分岐接続箱は,関西電力株式会

社総合技術研究所での実証試験(1年

以上)に供され,十分な長期信束副生を

もっていることが確認された｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立電線株式会社)
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日立フラットエース(ツイストフラットタイプ)
"U''コンタクトによる無はく維一括圧

接接続システムの普及に対応して,従

来のフラットエースよりも更に電気的

特性が優れ,配線作業の合理代が図れ

るツイストフラットケーブル(図1)を

開発した｡

1.主な特長

(1)一定間隔で平行融着部と非融着部

(対より部)とを交互に配置したフラ､ソ

トケーブルである｡

(2)従来の平行形フラットケーブルに

比べ,耐ノイズ性,クロストーク特性

が良好である｡

(3)平行融着部で,絶縁体のはく維な

しにIDC(絶縁体無はく離一括庄接接

続)コネクタによる一括庄接接続がで

きる｡

(4)非融着部を用いることにより,丸

めることもできるため,自由に配線方

向を変えることができ配線場所への順

応性がある｡

2.主な仕様

主な仕様を表】に示す｡

(日立電線株式会社)
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表l 主な仕様

項 目 仕 様

対数(線心数) 5対(10心)～32対(64心)

導体サイズ 28AWG

導体中心間ピッチ 1.27mm

使用許容温度 -208c～800c

特性インピーダンス 約105!之

静電容量 約65pF′/m

遅延時間 約5ns/m

クロストーク

近端
約35dB/3m

(パルス立上り時間10ns)

約45dB/3m
)旦y而

(パルス立上り時間10ns)

難燃性 U+･VW-1に合格

注:測定条件

(〕 (∋

×

⑥線は一括短絡

⑨線は被測定線心を除きすべて開放

測定は実装状態を模擬し,ケlブルを

兼で丸めて測定した｡
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■小特集 エレベーター

新しい市場ニーズに応えた日立規格形エレベーター

マイクロコンビュ【タ規格形エレベ【ター全自動群管理運転システム

l-cIP-3''の開発

乗用油圧エレベーターの低廉普技術一日立ハイドロ･4への適用-

マイクロコンピュータによる仝静止形直流エレベ【タtの開発

エレベーターの耐震性強化と実証試験

■一般論文

中低温排熱回収,油フロンサイクル発電プラントの開発

日本国有鉄道向け複合サイクル発電プラントの制御システム

コンピュータ制御による動物用生物環境調節装置の開発

ジェットフアンによる道路トンネルの換気

最近の車両用空調業苦

サイロ貯炭設備

民間放送向け営業放送業務標準プログラムの開発

大規模;阻合せ計画に対するパターン解法

200kHzスイッチング電源
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グ ラ フ 中部経済を支えて50年

ル ポ

明日を開く技術く21〉

豪 産 コ ー ナ ー

新 製 品 紹 介

技 術 史 の 旅く64〉

続･美術館めぐりく22〉

高松市の上下水道配水管網制御システム

OA技術

キッチン用品

逢坂山トンネル

軽井沢高輪美術館
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